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令和６年�12�月６日(金) 

○○○○高等学校国語科

単元の指導と評価の計画 授業者：○○ ○○

単元名 

複数の作品を読み比べ、古典文学作品が「どのように」書かれているか考えよう 

１ 単元の目標 

(1) 古典の世界に親しむために、古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまり、古典特

有の表現などについて理解することができる。          〔知識及び技能〕(2)ウ

(2) 文章の構成や展開、表現の仕方、表現の特色について評価することができる。

〔思考力、判断力、表現力等〕Ｂ(1)ウ 

(3) 言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、

我が国の言語文化の担い手としての自覚をもち、言葉を通して他者や社会に関わろうとする。 

「学びに向かう力、人間性等」 

２ 本単元における言語活動と教材 

言語活動：複数の作品を読み比べ、文章の構成や展開、表現の仕方について、批評したり討論 

したりする。          （関連：〔思考力、判断力、表現力等〕Ｂ(2)イ） 

教  材：「九月二十日のころ」（『徒然草』第 32 段）、「筒井筒」（『伊勢物語』第 23 段）、「月や 

あらぬ」（『伊勢物語』第４段） 

３ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

古典の世界に親しむために、

古典を読むために必要な文語

のきまりや訓読のきまり、古

典特有の表現などについて理

解している。((2)ウ) 

「読むこと」において、文章の

構成や展開、表現の仕方につ

いて評価している。(Ｂ(1)ウ) 

複数の作品を読み比べ、批評し

たり討論したりすることを通し

て、文章の構成や展開、表現の

仕方について粘り強く評価する

中で、自らの学習を調整しよう

としている。 

４ 指導と評価の計画（全４時間） 

次 主たる学習活動 評価する内容 評価方法 

１ ○単元の目標や進め方を確認し、学習の見通しをもつ。 

○「九月二十日のころ」の内容を理解するのに必要とな

る文語のきまりについて理解する。 

○「九月二十日のころ」において、筆者が伝えたいこと

を理解する。 

［知識・技能］ 「記述の確認」 

２ ○筆者が伝えたいことを効果的に伝えるために、どの

ような工夫をしているか、「筒井筒」または「月やあ

らぬ」と読み比べて考える。

○個人の考えをグループで検討し整理する。

［思考・判断・表

現］ 
「記述の確認」 

「行動の観察」 

３ ○各グループでまとめたものを発表する。

○他のグループの発表を参考にして、自分の考えを批

［思考・判断・表

現］ 

「記述の分析」 

科 目：言語文化 
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評文にまとめる。 ［主体的に学習に

取り組む態度］ 

「記述の確認」 

【単元の流れ】 

次 学習活動 指導上の留意点 
評価規準・ 

評価方法等 

１
（
１
単
位
時
間
） 

〇単元の目標や進

め方を確認し、学

習の見通しをも

つ。 

〇「九月二十日のこ

ろ」の内容を理解

するのに必要と

なる文語のきま

りについて理解

する。 

〇「九月二十日のこ

ろ」において、筆

者が伝えたいこ

とを理解する。 

・単元の目標や学習方法等を説明し、特に本単

元では「どのような内容が書かれているか」

ではなく、「どのように書かれているか」と

いうことに着目することを理解させる。

・本文の内容を理解するのに必要な文語のきま

り（特に、敬語の意味や用法、助動詞「ま

し」の意味）について理解させる。

・本文で筆者が伝えたい、主張したいことは何

かを考えさせるが、教科書に記載している

「学習の手引」を参照するように指示する。

・筆者が伝えようとしている「その人」の「も

のあはれ」な振る舞いについて説明する。

［知識・技能］ 

「記述の確認」 

ワークシート

・文語のきまりについ

て理解しているか、

ワークシートの記述

で確認する。

２
（
２
単
位
時
間
） 

本
時
の
授
業
は
２
単
位
時
間
の
中
の
１
時
間
目
に
該
当
。

〇【個人】 

筆者が伝えたい

ことを効果的に

伝えるために、ど

のような工夫を

しているか考え

る。 

○【個人】

考えたことをワ

ークシートにま

とめる。

○【グループ】

個人で考えたこ

とをグループで

検討する。

―――――――― 

〇【グループ】 

検討した結果を

整理し、発表の準

備をする。 

・前次で理解した、筆者が本文で伝えようとし

ている「その人」の「ものあはれ」な振る舞

いについて、「どのように」伝えようとして

いるかを考えさせる。

・考える手がかりとして、次のことを示す。

① 文章の構成や展開、表現の仕方に着目す

ること。（生徒へは「どのような工夫をし

ているか」という問いで説明。）

② 「筒井筒」または「月やあらぬ」と読み

比べ、本文との共通点に着目すること。

【説明】 

①を考える際は②を手がかりにする。(「筒

井筒」または「月やあらぬ」のどちらか１つ

でよい。) 思考の途中でＡについては本文

プリントの挿絵もヒントとなることを伝え

る。

・「筒井筒」については、「九月二十日のころ」

と比較しやすいように抜粋したものを示す。 

・ワークシートは、「工夫」と「効果」の２点

について記載する構成とする。

・グループは５人１組とし、全６グループとな

るようにする。

・グループで検討した結果を Google スライド

にまとめさせる。

―――――ここまで本時の授業――――― 

・スライドはドライブで共有し、次時の発表の

際に各自で参照できるようにする。

［思考・判断・表現］ 

「記述の確認」 

ワークシート

・作品の構成や展開、

表現の仕方につい

て、個人で考えたこ

とやグループで検討

したことを確認す

る。

「行動の観察」 

話し合い 

・構成や展開、表現の

仕方について、批評

したり討論したりし

て検討しているかを

観察する。

※本次の評価は、指導

に生かす評価とし、

最終的には第３次で

総括的に評価する。

―――――――――― 
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３
（
１
単
位
時
間
）

〇【グループ】 

各グループでま

とめたことを発

表する。 

〇【個人】 

他のグループの

発表を参考にし

て、自分の考えを

批評文としてま

とめる。 

〇【個人】 

単元の学習を振

り返る。 

・発表ではスライドに書いていることを読み上

げるだけのものとならないよう、検討した経

緯等も含めて、「他者に伝える」ことを意識

させる。

・発表時間は各グループ４分以内とする。

・他のグループの発表を聞く際には、適宜メモ

を取るように促し、批評文を書く際の材料と

するように伝える。

・批評文の作成には、「評価する」ことを意識

させるために、「ワークシートに示している

言葉に続けて書く」ように指示する。

・「工夫」と「効果」に加え、さらに批評する

ところがあれば、記述する。 

・作成が授業時間内に終わらない場合は、次時

までに提出するように伝える。

・ワークシートに記述した「最初の考え」か

ら、単元の学習を通して自分の考えがどのよ

うに変わったかを自己評価し記述するよう促

す。

［思考・判断・表現］ 

「記述の分析」 

ワークシート

・作品の構成や展開、

表現の仕方につい

て、評価しているか

記述内容を基に分析

する。

［主体的に学習に取り

組む態度］ 

「記述の確認」 

ワークシート

・他グループの発表か

らわかったこと、考

えたこと等を参考に

して、ワークシート

にまとめているか確

認する。


